
認知症多職種協働研修について                                資料２ 

〇目的 

認知症支援に関わる多様な職種や支援者が認知症の基礎的な理解を深めるとと 

もに、認知症の人や家族が必要とする支援を関係者相互の視点を理解しつつ、連携し

提供できるようになる。 

 

〇目指すところ 

認知症の基本的な知識をもとにした、対応力向上や多職種連携 

認知症の方の生活を支えるために 

＜応用編＞  
        ・生活障害を抱えた認知症の人への対応ができる 

        ・家族の気持ちを理解し、支えることができる 

        ・多職種によるチーム支援ができる 

 
〇動画協力専門職 

【認知症対策推進会議委員】 

所属 氏名 

諫早医師会 宮田 史朗 

諫早市薬剤師会 宮崎 彰宣 

長崎県作業療法士会 大川 由美子 

諫早市グループホーム連絡協議会 村上 慎太郎 

長崎県介護支援専門員協会諫早支部 馬場 浩一 

【認知症キャラバン・メイト】 

所属 氏名 

ヘルパーステーション福田（ヘルパー） 山口 美幸 

西部地域包括支援センター 村野 克記 

    

〇今後のスケジュール 

       ５/9（火）    第１回打ち合わせ開催（集合にて開催） 

       6月中旬    第２回打ち合わせ（集合にて開催）予定 

                   動画収録予定 

       7月上旬    オンデマンド配信案内予定 

       7月中旬    オンデマンド配信予定 

 



〇動画編集（案） 

  時間 

配分 

流れ 担当 目的 内容 備考 

導

入 

  研修の目的 

を説明 

・市担当者 動画視聴する際の

視点などを共有する 

〇研修の目的につい

て説明 

  

2 2０分 意見交換 ・専門職 

(認知症専

門 医 を 中

心 に 意見

交 換 を 想

定) 

①各専門職の支援

の視点を知る 

 

②多職種との協働

の効果を知る 

○専門職が自身の経

験から認知症の方や

家族の対応について

共有 

 

○本人、家族を支える

ための多職種による

効果的な働きかけを

共有 

○出演者全体を画面に収

める形に配席 

 

○視聴者に伝えたいポイ

ントとなる発言はテロップ

にて表記 

・各専門職の関わり、支援

のポイント 

・具体的な声掛けなどの対

応例 

・多職種の協働が効果的

な対応 

3 3分 まとめ ・認知症専

門医 

今後の支援に活用

できる知識を得る 

○各専門職ごとの支

援のポイントを共有 

○多職種連携の方法

を共有 

〇箇条書きにまとめたもの

を表示 

〇ダウンロード資料として

掲載 

 

〇認知症多職種協働研修の今後の展開 

  集合型での開催を１２月に予定 

 

 


